
 

資料 １ 

 

２０２２年度事業報告 

（２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日） 

 

当財団の２０２２年度の事業は、コロナ禍の影響による収益の減少もなく、昨年度と同

等規模の奨学金給付事業が実施できました。また、国際交流支援事業について初めて１

件の応募があり採択しました。       

 

１．事業 

 (奨学金給付事業) 

学業優秀、品行方正でありながら、経済的理由により修学が困難な兵庫県出身又

は兵庫県内の学校に在学中の高校生、大学生及び大学院生に対して、奨学金を給付

する。               

【高校生】 

・高校生は、２０２２年４月上旬に１０校の兵庫県立高等学校に奨学生募集要項

を郵送し、第１学年を対象として奨学生を募集しました。 

     ・５校より２１名の推薦があり、選考の結果、第１学年１８名の奨学生を決定しまし

た。なお、１８名中３名については学業成績優秀なものの保護者の収入が多い

ことから奨学金給付を１年間に限定した奨学生として採用しました。 

・前年度第１学年１４名、第２学年１５名については各学校長より、転校、休学、退学 

及び著しい成績の降下等もなく其々第２学年、第３学年に進級する旨報告があり 

ました。 

・高校生は、合計４７名に一人当たり月額１５千円の奨学金を給付し、給付額は 

８,４６０千円となりました。 

   【大学生、大学院生】 

・大学生、大学院生は、２０２２年４月上旬に３校の国公立大学／教授に募集案 

 内を送付しました。 

・３大学より１５名の推薦があり、選考の結果、大学生第４学年５名、大学院生第１ 

学年９名、２学年１名の奨学生を決定しました。 

・大学生、大学院生は、大学院第２学年に進級した３名と合わせて計１８名に一人 

あたり月額３０千円の奨学金を給付し、給付額は６,４８０千円となりました。 

   【奨学金給付の累計】 

   ２０２２年度の奨学生高校４７名、大学１８名、奨学給付金総額１４，９４０千円となっ

た結果、財団設立以来の累計は、以下のようになりました。 

      延べ奨学生数 ： 高校生は８０４名、大学生・大学院生は３１４名 

      給付総額    ： ２５５，８６０千円 

      

 （国際交流支援事業） 

   ２０２０年度より実施を計画していました、国際交流支援事業についてコロナの感染拡大

が収束に向かったこともあり、今年度初めて１件応募があり、選考委員にて審査の結果、研

究集会の規模、内容等に問題がなく採択されました。 

     申請者 神戸大学大学院応用化学専攻 渡航先：韓国 助成金額：９０千円  

以 上  

 



 

 

 

事業報告書に係る附属明細書 

 

 

   特段記載する事項はありません。 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


